
徳島新聞県内のニュース　（紙面から）    （平成16年6月16日付）
　 
　　　阿南・光のイベント、オブジェ作り着々　深夜まで組み立て

七月十七日から二十六日まで阿南市富岡町で開かれるイルミネーションイベント
「Ｌｕｍｉｎｏｕｓ　Ｔｏｗｎ　Ｐｒｏｊｅｃｔ～光・マンダラ2004」（阿南ひかりの
まちづくり実行委主催）で設置されるドーム型の発光ダイオード（ＬＥＤ）のオブジェ作
りが始まった。「イベントを成功させよう」と、ボランティアらが阿南駅南側の駅前ビル
一階で連日、深夜まで組み立て作業をしている。ＬＥＤを使ったオブジェは、三基のアル
ミニウム製ドーム（直径十二メートル、高さ十メートル）に取り付けられるもので、近く
の精神障害者小規模作業所の利用者や実行委メンバーらが作っている。
武蔵野美術大学の板東孝明教授（徳島市在住）のデザイン。ＬＥＤ基盤を組み合わせた一
辺一・二メートルと一・五メートルの大小二種類の正三角形で、模様は十五通り。ドーム
三基の屋根を飾るには計四百八十枚、ＬＥＤは五十万個が必要という。しかし、一人で作
ると、一枚作るのに一時間余り要する手間の掛かる作業で、ボランティアは午前九時半か
ら午後十一時まで常時十人前後が作業場に出て取り組んでいる。実行委はオブジェ作りの
ボランティアを募集している。吉積和重実行委員長は「興味のある人は参加してほしい」
と呼び掛けている。

徳島新聞県内のニュース　（紙面から）� （平成16年7月7日付）
　 
　　　　アルミ製ドーム設営始まる　阿南・光のイベント

　阿南市の光のイベント「Ｌｏｕｍ
ｉｎｏｕｓ　Ｔｏｗｎ　Ｐｒｏｊｅ
ｃｔ～光・マンダラ２００４」
（十七－二十六日、阿南光のまちづ
くり実行委主催）のアルミ製ドーム
の設営が六日、始まった。
ドームは高さ十メートル、直径十二
メートル。一基につき一・七－一・九
メートルのアルミパイプ二百五十本
（直径四・五センチ）と接続金具九十
一個、四メートルの支柱（一辺二十セ
ンチの三角柱）十本、発光ダイオード
（ＬＥＤ）で作った正三角形のオブ
ジェ百六十枚が必要で、総重量は約八
百キロ。一基当たりのＬＥＤは約十七
万個。この日は実行委メンバーや阿南
高専の学生らが午後一時すぎから作業
を開始。アルミパイプを組み合わせながら正三角形のオブジェを取り付け、半球状のドーム
を作り上げた。八日夜には三基のドームが完成する予定。
【写真説明】ＬＥＤのオブジェをドームに取り付ける実行委メンバー＝阿南市富岡町

徳島新聞県内のニュース　（紙面から）　（平成16年6月22日付）
　 
　　　大阪でドームの組み立て説明会　阿南･光のイベントで設置

　阿南市富岡町で七月十七日から
二十六日まで開かれる光のイベン
ト「Ｌｕｍｉｎｏｕｓ　Ｔｏｗｎ　
Ｐｒｏｊｅｃｔ～光・マンダラ
2004」（阿南光のまちづくり実
行委主催）で設置されるアルミ製
ドームの組み立て説明会が二十一
日、大阪府貝塚市内であった。
説明会は、実行委と共同でドーム
を開発した大手総合アルミニウム�
メーカーの日本軽金属（東京）の
関連会社工場で行われ、実行委メ
ンバーら九人が参加。工場の技術
員から部品の種類や組み立て方法
を聞きながら、本体のパイプを連
結するなどして、二時間弱でドー
ム一基（直径十二メートル、高さ六メートル）を完成させた。実行委では、七月初旬から
富岡町の会場予定地でドーム三基の組み立てを始める予定。実行委の清原裕登運営委員長
は「予想よりも早く組み立てることができたが、より安全で効率よく作業が進められるよ
うにしたい」と話していた。　　
【写真説明】実行委メンバーが組み立てたドームの屋根＝大阪府貝塚市

徳島新聞県内のニュース　（紙面から）　　（平成16年7月18日付）
　 　
　　　夜空を彩る「光のドーム」　阿南、ＬＥＤ50万個点灯

　阿南市富岡町の同市役所前で十七日夜、発光ダイオード（ＬＥＤ）五十万個をあしらった
ドーム三基をライトアップし、「光のまち」として全国にＰＲする「光・マンダラ２００４」
（阿南光のまちづくり実行委員会主催）が始まり、幻想的な光が夏の夜空を彩った。
ドームはアルミ製で直径十二メートル、高さ十メートル。宇宙を意味する密教の曼陀羅
（まんだら）を表現した七色の光模様が広がると、市内外から訪れた約六百人から歓声が上
がった。光の天使コンテストもあり、にぎわった。
“光のドーム”は二十六日まで、午後七時半から同十時まで点灯。実行委は約二十五万人の
人出を見込んでいる。

　徳島新聞県内のニュース　（紙面から）　（平成16年7月25日付）

　◆阿南市　富岡町の富岡商店街一帯で「阿南の夏まつり」（同実行委主催）が開幕し、
大勢の人でぎわった。二十六日まで。
商店街にはたこ焼きや金魚すくいなどの露店が並び、親子連れらが楽しんだ。市役所前など
四演舞場では阿波踊りがあり、市内外の二十四連が乱舞。市職員による「ささゆり連」が発
光ダイオード（ＬＥＤ）五十万個をあしらった”光マンダラドーム“の下で踊ると、幻想的
な光景に観客から歓声が上がった。
阿波踊りは二十五日夜もあり、二十六日夜には花火大会が行われる。


